
 

効果的な輸入畜産物検査の推進に係る検討会 議事要旨 

 

１ 日 時： 

（第１回）令和５年２月 15日（水）13時 30分～16時 15分 

（第２回）令和５年３月９日（木）13時 30分～15時 00分 

２ 場 所：農林水産省動物検疫所 新館２階 大会議室 

３ 出席委員：７名 

４ 検討事項： 

（１）輸入畜産物をより効果的に監視するために必要な検査 

（２）リスクベースでの検疫リソースのより効果的な配分 

５ 要 旨： 

事務局から資料に基づき輸入畜産物検査の合理化方針案を説明した。 

討議の結果、動物検疫を取り巻く状況を踏まえると、効果的な輸入畜産物検

査に向け、以下の合理化方針により推進することが妥当と決定された。 

⚫ 異常を認めない反復貨物の現物検査は、動物検疫所の監督の下※、指定倉

庫が貨物の外装と証明書の照合を実施 

※動物検疫所は、指定倉庫に対して貨物管理が適切に行われていることを確認するた

めの監査を新たに導入 

⚫ 輸出国におけるリスク低減措置状況を科学的に監視するための精密検査

を新たに定型業務として導入 

⚫ 商用貨物検査の合理化により得られた再配分可能となった検疫リソース

（予算及び人的資源）を、アフリカ豚熱等特定疾病の侵入リスクがより高



 

いと判断された携帯品や国際郵便物の検査に充てることが、リスク低減の

ために効果的 

 

また、委員からは、輸入畜産物検査の継続的な改善に向けて以下の提案が

あった。 

⚫ 定量的なリスク評価がよりよいものとなるよう、データの収集を工夫して

いくこと 

⚫ より適切なデータに基づく定量的なリスク評価を行い、措置の効果を確認

し、必要に応じて合理化方針を見直すこと 

⚫ 官民双方がメリットを享受できる ICT技術を積極的に導入し、更なる合理

化を進めること 

以上 


